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1960年代,世界的規模で行われた科学教育改革は,かつて見たことのないほ
ど,大きいものであった。 そこには,多くの名著といわれるプロジェクト報告
が教科書という姿で出版されている。 例えば,代表的なものとして,PSSC,
IPS,CBA,BSCSなどがそれである。
今日,自然科学の進歩は急速なものがあり,それは目を見はらせる。 それに
伴う理科の各教科目の教材は増加するばかりである。 単純に考えても何とか精
遺し構造化しなければ学習は成立しなくなり,精選化,構造化の重要性が強調
された時代が一時期あったO
これら一連の改革運動がもたらしたのは,基本的科学概念の抽出であり,授
業に於ける科学の方法(探究の方法)による学習であった。 そこでは,科学の
基本構造を知り,また,その探究の方法を身につ. けさせることが目標になって
いる。その結果,広い応用力を養い,発見的立場から,科学を児童・生徒に学
ばせるという立場である。
当時,世界の情勢は東西冷戦のまっただ中にあり,自然科学を基盤とする科
学・技術は,その国の経済的発展はいうに及ばず,国防上の問題にまでも影響
しかねない重要な役割をするものであった0 それだけに各国は,競ってこの改
革にエネルギーを使ったのである。 それ故,この改革には,多額の経費を使い,
多くのスタッフによって各プロジェクトの完成がなされた。
我国の科学教育界にも1965-75年頃,科研費等の名目により,多くの研究
助成が文部省により行われた。 元々,我が国の科学教育には,多くの長所があ
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り,例えば,非常に完備された学習指導要領があり,それに基づく教科書,教
材等が準備され,全国いずこに行っても基礎・基本をおさえた教育が行われる
など,国民の科学に対する学習は,高水準を保っていると,世界中どこに行っ
ても羨望の的である。
反面,短所もあるわけである。 画一的一斉授業であり,同-教材,同一進行
で学習させ,果たして科学的な想像力の育成が可能であるのか。 とくに,我国
の入学試験の膿烈な競いは知識中心主義の教育にとなってしまい,本来,理科
教育のあるべき姿である,実験・観察などによる自然にふれる本当の自然認識
が行われないこともある。
その後,この1960年代に創り出された各種のプロジュクトは,主に生徒の選
択率の低下,余りにも系統立った学問本意のカリキュラムであるなどが原因と
なり,不評を買い,そのために各種の改良,改善がされ,新しい教科書が出さ
れたOそれらの中にも多くの名著があるO
その後,1970年代にはいって,環境汚染,エネルギー危機,人口増加問題と
それに伴う食料危機等々の大きな社会問題が発生したOこれらの問題に対応し,
その解決に向かうために,理科教育は如何に貢献せねばならないか,重大な役
割を背負う型になった。
これらの対応には,既存の教科目である物理,化学,生物,地学などの枠に
とらわれていたのでは,前述の問題の解決には役立たない。 広領域にわたる,
しかも学際的な新しい総合教科で対応していくしかない。
このような状況下,アメリカ合衆国などに於いては,1960年代,多額な経費
をかけた科学教育の改革は,如何なる効果を教育現場に与えたのだろうかとい
う,疑問が生じてきた。 そのために教育評価を行う,大がかりな追跡調査が前
後3回はど行われた。 この調査は,各種テキストの普及状態,授業時間. 授業
方法,理科教師の学歴や現職教育,AV教材・教具,実験施設,器具などの実
態を明らかにしている。 これらの追跡調査の結果から判明したことをまとめる
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と以下3点に要約することができよう。
1. 生徒側の問題としては,理科の学力は低下の一途をたどっている0
2. 教師側の問題としては,理科や数学の教師の慢性的不足状態である0
3. 科学教育に対しては,財政的不足の問題が深刻であり,実験室の維持す
ら難しくなっている。
このような主に3点が明らかになった。 そこで,1980年代に入ってからアメ
リカ合衆国では,「科学教育の危機」が叫ばれ,一大キャンペーンが展開され
た。その後,我国に於いても,1980年,学習指導要領の改訂時期に直面した。
科学教育に於ける問題点すなわちアメリカ同様な危機到来が,日本に於いても
指摘された。
アメリカでは,理科教師の資質の低下は,満足な探究学習すら行うことがで
きないし,理科実験室などほとんど活用されず廃棄物同様になっているo初等
理科の教材などでは,最新の科学技術はほとんど含まれていないという。
一方,日本では,主としてここ10年間位で理科に割り当てられた授業時間
数は激減しており,これでは科学を本当に学習することができるのだろうかと
いう心配が生じてきた。 何とかしなければならないと言う声が出てきた。
以上のような反省に立って,科学教育本来の目標である実用的専門的知識の
修得,科学的態度を育てるなどをどのようにして達成していくのか,改めて検
討が迫られて来た。
しかし,今E],科学教育が直面している緊急な数多くの問題の解決には,人
々が,科学・技術の諸概念とその発展の諸過程に関する教育とを受けた人のみ
が,解決しうるのだという考え方に立つわけである。
1980年代以降,来世紀に生きる児童生徒が,生活し,働き,意志決定をする
ための基盤に,科学と技術とが必要であるという考え方が是非とも大切である
と考えた。
ここで言う科学的リテラシーとは,前述のように個人が論理的考え,学習し
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続けることのできる諸事実,諸概念,概念のネットワークや探究技術について
の知識の基礎がある人と一般に定義されている。
このような科学的リテラシーの育成することをE]的にし,それができる理科
教育でなければならないが,果たして,我国でこのような科学的リテラシーを
理科教育の中で育成することが可能になるのはいつの日であろうか。 理科教育
に課せられた役割は重大と言わなければならない。
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